
Vol.18 2024年11月

盛岡城復元調査推進室の取組の詳細は、市ホームページに
掲載しています。
盛岡城に由来があると伝わる資料や建物等に
関する情報などありましたら、
盛岡城復元調査推進室(019-613-7956)まで、
情報提供をお願いします。

古
写
真
は
、
撮
影
さ
れ
た
景
観
だ
け
で
な

く
、
写
真
に
写
る
部
分
と
今
も
残
る
部
分

を
比
較
解
析
し
て
、
現
在
は
失
わ
れ
た
建

物
な
ど
の
高
さ
や
大
き
さ
を
算
出
す
る
こ

と
も
で
き
る
重
要
な
資
料
で
す
。

盛
岡
城
が
写
る
古
い
写
真
を
発
見
さ
れ
た

場
合
は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

江
戸
時
代
、
全
国
に
は
約
２
０
０
の
城
が
存
在
し
ま
し
た
が
、

今
日
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
建
物
を
失
っ
て
い
ま
す
。

明
治
初
年
に
盛
岡
城
を
菜
園
側
か
ら
撮
影
し
た
盛
岡
城
古
写
真

に
は
、
天
守
、
二
階
櫓
、
本
丸
御
殿
な
ど
が
写
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
城
跡
内
に
現
在
残
る
の
は
、
彦
蔵
１
棟
の
み
で
す
。

か
つ
て
、
城
内
が
建
物
で
溢
れ
て
い
た
往
時
の
城
の
勇
姿
や
そ

の
輝
き
は
、
今
と
な
っ
て
は
、
古
写
真
か
ら
し
か
知
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
古
写
真
を
見
て
感
動
す
る
の
は
、
そ

の
中
に
残
る
「
昔
の
光
」
を
感
じ
る
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【提供】(一財)国民公園協会 皇居外苑

前身は室町時代に太田道灌が築いた城で、天正
18(1590)年に徳川家康が入部し、城下を含め、
大規模な造営工事に着手。
慶長・元和・寛永期の天下普請により、日本城
郭史上例のない規模の大城郭となる。
江戸幕府の政庁であり、徳川将軍家
の居城だったが、明治期以降は皇居
となる。

江戸城
築城年／長禄元(1457)年
城主／徳川氏
石高／幕府直轄
存廃城／存城
所在地／東京都千代田区千代田ほか

江戸城西丸下から見た西丸大手門と伏見櫓【個人蔵】

二重橋と伏見櫓

盛
岡
城
復
元
調
査
推
進
室
で

進
め
て
い
る
土
蔵
内
調
査
等

の
調
査
報
告
と
し
て
、
前
回

は
、
弘
前
城
天
守
の
古
写
真

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
調
査
で
発
見
さ
れ

た
他
城
郭
の
古
写
真
第
二
弾

と
し
て
、
徳
川
将
軍
家
の
居

城
で
あ
る
江
戸
城
西
丸
の
古

写
真
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

「
古
写
真
」
の
持
つ
価
値

西丸下

②西丸大手門橋

⑦西丸書院門跡

⑤中仕切門

⑧伏見櫓・多聞櫓

⑥西丸下乗橋
(二重橋)

西丸
①西丸大手門

③高麗門(二の門)

④櫓門(一の門)

発
見
さ
れ
た
古
写
真
の
撮
影
位
置

【
提
供
】(

一
財)

国
民
公
園
協
会

皇
居
外
苑

た
同
21(

１
８
８
８)

年
ま
で
の
期
間

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
22(

１
８
８
９)

年
に
は
、
２
つ

の
橋
が
石
橋
と
鉄
橋
に
架
け
替
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ

た
場
所
は
、
皇
居
を
代
表
す

る
観
光
・
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
写
真
は
、
前
回
の
弘
前
城
古
写
真
と
同
様
に
、

盛
岡
藩
御
用
商
人
末
裔
の
土
蔵
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
西
丸
下(

現
在
の
皇
居
外
苑)

か
ら
西
丸
方
面(

現

在
の
皇
居)

を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

西
丸
に
は
将
軍
の
跡
継
や
引
退
し
た
将
軍
が
生
活
す
る

西
丸
御
殿
が
あ
り
、
本
丸
が
焼
失
し
た
文
久
３(

１
８
６

３)

年
か
ら
仮
御
殿
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
中
央
に
は
、
西
丸
大
手
門(

①)

に
向
か
う
大
手
門
橋

(

②)

が
あ
り
、
渡
っ
た
先
に
は
高
麗
門(

③)

、
櫓
門(

④)

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
高
麗
門
と
土
塀
は
明
治
期
に
撤
去

さ
れ
ま
す
が
、
櫓
門
は
現
存
し
、
現
在
は
皇
居
正
門
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
手
門
の
先
に
は
中
仕
切
門(

⑤)

が
あ

り
、
こ
の
門
に
は
西
丸
下
乗
橋(

二
重
橋)(

⑥)

の
手
前
を

防
御
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
下
乗
橋
の
先
に
は
西
丸

書
院
門(
⑦)
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
６(

１
８
７
３) 

年
に
西
丸
御
殿
と
と
も
に
焼
失
し
、
こ
の
写
真
で
は
そ

の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
下
乗
橋
の
右

奥
に
は
現
存
す
る
二
階
櫓
の

伏
見
櫓
・
多
聞
櫓(

⑧)

が
あ

り
、
伏
見
櫓
は
豊
臣
秀
吉
が

築
い
た
伏
見
城
の
櫓
を
移
築

し
た
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

写
真
の
撮
影
時
期
は
、
西
丸

書
院
門
が
焼
失
し
た
明
治
６

(

１
８
７
３)

年
か
ら
西
丸
大

手
門
の
高
麗
門
が
撤
去
さ
れ


